
平成２５年度 鶴岡市水産振興協議会 
 
 

日時：平成 2６年 3 月 14 日（金）午後 2 時 
会場：由良コミュニティセンター  会議室 

 
 
１ 開会 
 （委嘱状の交付） 
 
 
２ 挨拶 

 １）農林水産部長挨拶 
   ２）会長挨拶 
 
 
３ 報告 
   平成２５年度事業報告 
  1 水産基盤の整備 
  2 水産資源の確保 
  3 魚価安定対策 
  4 漁業の担い手育成 
  5 水産業・漁村の多面的機能の発揮 
  6 内水面漁業の振興 
  7 全国豊かな海づくり大会 
 
 
４ 協議 

4-1 平成２６年度事業計画について 
4-2 水産振興に関する協議 

 
 
５ その他 
 
 
６ 閉会 



平成２５年度 鶴岡市水産振興協議会委員名簿 

 

団  体  等 役 職 等 氏 名 備考 

山形県漁業協同組合 代表理事組合長 五 十 嵐  安 哉  

赤川漁業協同組合 代表理事組合長 黒 井  晃  

山戸漁業協同組合 代表理事組合長 本 間  義 一 郎  

山形県漁協念珠関総括支所 支 所 長 遠 藤  順 哉  

山形県漁協由良総括支所 支 所 長 松 本  一 夫  

山形県漁協念珠関総括支所漁業者 代  表 本 間  満  

山形県漁協温海出張所漁業者 代  表 岡 部  實  

山形県漁協豊浦支所漁業者 代  表 本 間  昭 志  

山形県漁協由良総括支所漁業者 代  表 佐 藤  峯 男  

山形県漁協加茂出張所漁業者 代  表 佐 藤  政 一  

山形県指導漁業士(鶴岡南地区) 代  表 佐 藤  勝 則  

山形県指導漁業士(鶴岡北地区) 代  表 佐 藤  栄 一  

山形県漁協女性部(鶴岡南地区) 念珠関支部長 佐 藤  ち じ  

山形県漁協女性部(鶴岡北地区) 由良支部長 遠 藤  政 子  

山形県沿岸青年漁友会(鶴岡南地区) 会  員 佐 藤  洋 生  

山形県沿岸青年漁友会(鶴岡北地区) 会  長 佐 藤  隼 人  

山形県港湾事務所 所  長 熊 坂  俊 秀  

山形県庄内総合支庁水産振興課 課  長 井 口  雅 陽  

山形県水産試験場 場  長 茂 木  省 三  

 



- 1 - 

(As)

(Co)

(Co)

石
畳

鈴漁港

消波ブロック

（船置き場）
KBM.1

NO.0+13
.220

NO.0+16
.350

H=3.781

消波ブロック

NO.1+5.70
0

NO.1+4.
500

NO.1

NO.0

(G) (Co)

(Co)

(Co)

(Co)

(Co)

(Co)

(Co)

消波ブロック

11.27

10.62

10.00

9.45

8.88

11.77

10.24

11.71

12.77

12.37

11.94

11.59

4.30

4.33

4.56

井

(g)

(G)

NTTドコモ
温海鈴

（駐）

(Co)

12
1.
9k

121
.0k

121.1k

(Co)

(Co)

(Co)

11.16

10.19

9.61

9.11

8.49

7.96

7.52

7.11

6.99

6.79

6.64

気温表示計

国道７号

ＪＲ
羽越本線

情

(Co)

情

Ｔ

ｺﾝ
ｸﾘｰ

ﾄ吹
付

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
吹
付

(As)

日 本 海

0.69

3.26

1.01

3.15

3.57

7.20

10.47

4.70

0.80

5.34

4.24

4.14

3.99

7.56

0.73

0.58

0.65

0.65

2.19

1.48
0.57

0.90

0.64

0.56

0.64

0.65

0.75

0.67

0.56

1.48
0.55

8.08

2.68

0.73

0.54

1.64

1.25

7.57

5.88

5.04

5.28

6.81

6.00

7.30

5.89

3.95

4.03

5.08

5.05

5.06

5.04 3.99

4.00

3.97

0.54 0.69

0.78

2.16

1.07

2.03

1.30

0.98

1.24

0.92

0.95

0.82

0.66

0.81

1.32

4.61

4.01

8.26

8.25

9.72

10.20

7.05

5.97

0.84

5.35

5.60

5.92

8.50

8.85

4.27

4.28

5.27

4.50

7.52

15.13

12.26

13.09

9.22

9.04

16.85

14.58

13.08

11.62

11.42

1.03

0.74

0.99

1.99

0.47

0.91

0.72

T

20.45

7.47

7.39

6.71

6.58

6.47

7.22

7.01

7.72

6.72

5.76

1.37

2.40

10.27

9.43

9.27

9.19

8.37

7.51

8.85

9.40

-1.37

2.0
0.4

0.2
9.5

1.9

1
.
0
2

9
.
0
0

第6防波堤 延長 L=25.00m

L=5.00m
L=20.00m1.00

延 長

N
O
.
1

N
O
.
2

N
O
.
3

N
O
.
3
+
5
.
0
0

S=1:500 ｕ；ｍ計画平面図

漁港施設整備改良事業
鈴漁港第６防波堤新設工事

葉乃内

株式会社 センク 21

平成25年 5月

計画平面図【第２回変更】

図面番号

事業名

図面名

1:500縮尺

会社名

事業者名

作成年月日

鶴岡市農山漁村振興課

３．報告 

 平成２５年度事業報告 

 

１ 水産基盤の整備 

 

（１）市管理漁港整備事業 

 

① 漁港第６防波堤新設工事 

越波等により漁港内における安全性が著しく低下していることから、漁船の見回り・警

戒作業の必要性が生じている。防波堤の新設を行うことで、泊地静穏度を向上させ見回り・

警戒作業の削減と出漁回数を増やして漁獲の増大を図るものである。 

既存防波堤と岩礁の間に海水面より約５．４ｍの高さの防波堤の新設工事を実施し平成

２６年３月末で完成する。 

全体事業費 Ｃ＝６３，５００千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

完成写真                 越波状況 

 

 

防波堤新設工事 Ｌ＝25ｍ 
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鶴岡市農山漁村振興課

  ②大岩川漁港西防波堤改良工事 

  西防波堤について、老朽化などにより部分損壊し近年の波浪の越波による港内静穏度が

悪化していることから、既存防波堤の高さから約２．１ｍ嵩上げ工事を実施する。 

  平成２５年６月に工事契約をして工事を進めていたが、既存防波堤が想定より老朽化が

著しく計画断面の修正設計の必要が生じました。このため修正設計完了後には、冬期間に

なったことから、平成２５年度の完成は見込めなくなりました。 

このため現在、東北財務局と事故繰越事業として本事業を実施できるよう協議をしてお

り、８月末の工事完成を予定しています。 

  さらに、残区間の約９０ｍについては、平成２７年度から第２期工事として整備を進め

るため、関係機関と協議を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現況写真                   越波状況 

 

計画平面図 

 

 

第２期工事 Ｌ＝90ｍ 

平成２７年度～２９年度実施予定 

工事実施区間 Ｌ＝75.42ｍ 
平成２６年８月末完成予定 
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② 油戸漁港船揚場修繕工事 

船揚場施設の老朽化が顕著に見られたため、平成２４年度から３ヶ年計画で著しく損

傷した箇所をコンクリート打換えによる修繕を進めてきました。 

今年度で全体計画の約６０ｍの修繕が完成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        着 工 前                  完 成 

 

 

③ 港浚渫工事 

例年冬期間に堆積した砂の浚渫を実施した。 

 

実施漁港   実施時期    撤去数量 

油戸漁港    ６月      ２５０m3 
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（２）県管理漁港等整備事業 

 

① 港湾整備事業 
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   ②漁港整備事業 
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② 漁場整備事業 

 

    平成２５年度は、鼠ヶ関地区においてイワガキ増殖施設の設置を行った。 

 



- 8 - 

２ 水産資源の確保 
 

（１）栽培漁業の推進 

   県で策定した「第６次栽培基本計画」に基づき、水産資源の維持、回復及び沿岸漁業者の経

営の安定を図るため支援を行う。 

    
①栽培漁業地域展開促進事業（ヒラメの中間育成事業）に助成 
事業主体：山形県漁業協同組合 
中間育成数量：７５，０００尾 
 

   ②アワビ種苗放流事業に助成 
    事業主体：山形県漁業協同組合 
    種苗放流数：１４７，５００個 
   
   ③さけ海中飼育事業に助成 
    事業主体：山形県漁業協同組合 
    飼育数量：１４０，０００尾 
                               トラフグ種苗 
   ③トラフグ種苗放流事業に助成 
    事業主体：山形県トラフグ研究会 
    放流尾数：５，２００尾 
     
   ④クルマエビ種苗放流事業に助成 
    事業主体：クルマエビ自主放流会 

    放流尾数：１００，０００尾 

                               クルマエビ種苗 

 

（２）イワガキ漁場管理整備検証事業 

 

①目 的   

山形県のイワガキは、近年ブランド化し漁業者にとって大きな収入源となっているが、そ

のため、漁獲量も年々増加し、資源の枯渇や小型のものが多くなるなどの品質の低下が心

配されている。 

山形県ではイワガキの養殖技術開発事業を実施し、稚貝の天然採苗技術の実用化や産卵盛

期の 1ヵ月後に岩盤清掃をすることで新たな稚貝を付着させる技術を開発している。 

そこで、これらの技術を使い漁業者が実施主体となり由良・鼠ヶ関を検証場所として岩盤

清掃を行いその効果を検証するものであり、市が事業費の 1/3 を補助する。 

この事業は、今年度で 7年目となっている。 

 

②実施内容 

８月１４日 ：清掃前にイワガキの生育状況を確認した。 
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平成２０年９月中旬～１０月中旬に清掃を実施箇所  ※５年経過 

清掃から５年経過し、生育状況として１０ｃｍ程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２１年１０月中旬に清掃を実施箇所       ※４年経過 

清掃から４年経過し、生育状況として６～８ｃｍ程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２２年９月中旬に清掃を実施箇所        ※３年経過 

清掃から４年経過し、生育状況として５ｃｍ程度 

 

 

８月１５日 ：由良海岸沖の潜堤を検証場所とし、潜水により清掃を実施した。 
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（由良沖での清掃作業） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
岩盤清掃前                         完 了 

 

③事業効果等 

 

イワガキの産卵にあわせ岩盤を清掃することで、新たな稚貝を岩盤に付着させることがで

きれば 4～5年後に再び成貝を漁獲できる。これを繰り返すことで長期間漁場として利用で

きることになり、安定した収量と品質を確保することが可能となる。 

 
潜堤の場所によって潮の流れや餌となるプランクトンなど条件によって違いがあり、面積

に占めるイワガキの付着率は、２０～５０％となっているが、成長度合いは、年２ｃｍ程

度となっている。 
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３ 魚価安定対策 

 

（１）地魚を使用した食育 
 
    由良港、鼠ヶ関港で採れた地魚を使った食育の取り組みとして、市内保育園を対象に「お

魚教室」を開催した。 
    スーパーや食卓では、切り身やほぐした身などしか目にすることがなくなり、魚本来の姿

や特徴など、直接「見て・触る」そして目の前で魚をさばくことを通して園児たちの魚への

関心を図るため、庄内浜文化伝道師マイスターからの協力を得て実施した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

直接触る                  直接見る 
 
     実施回数    １０保育園 （昨年度 ６保育園） 
     延べ園児数  ７９８人   （昨年度 ３９８人） 
 
 お魚教室については、将来の魚食に大きく影響する子供を対象に実施し、魚に対しての抵抗感を

少しでも軽減できればと考えており、恒久的な事業として進めていきたい。 
 そのため、今後も山形県漁業協同組合と連携し積極的に取り組んでいきたい。 
 また、平成２４・２５年度に実施した保育園を対象にアンケート調査を依頼し、現在取りまとめ

しており、次年度以降の事業の取り組みに反映していきたいと考えております。 
 
（２）産地水産業強化支援事業 

 

①目  的 

平成２４年度より国の産地水産業強化支援事業を活用して「鶴岡市庄内浜うめぇ魚産地協

議会」が３ヶ年で実施する計画に基づき、魚を使った新たな水産加工品開発や販路拡大のた

めの実践活動を支援する。 
 

③ 成２４年度事業実績 

・試作品開発による試食会を実施（10 月 15 日、2 月 14 日） 
・首都圏販路拡大（2 月 20 日～21 日）東京都江戸川区 
・水産加工品開発に必要な調査の委託 
・由良水産加工場で加工したカナガシラの焼き干しを活用して、温海地区のラーメン店「め

ん処久太」の鈴木氏が東京ラーメンショーの新人王グランプリで優勝した。 
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第 1 回試食会実施状況 

 

 

第２回試食会実施の掲載記事 
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由良水産加工場で加工したカナガシラの焼き干しをラーメンのスープに活用して、新人王となった

鈴木氏（めん処久太）の掲載記事 
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４ 漁業の担い手育成 

 
 漁業就業者の確保・育成を図るため、「山形県漁業就業者確保育成協議会」と短期・長期漁業

研修や中高生の漁業体験など具体的な施策の検討を行ってきました。 
この結果、底曳網漁船１５隻が所属する鼠ヶ関地区では、毎年乗組員として数名の新規就業者

が育成されたのを筆頭に、この１０年間で、漁業への新規就業者数は鶴岡市では５９人となり、

県全体の７割以上を占めている。県水産振興課の調査では、この内の定着率は約７割となってい

ます。 
また、県では平成２５年度から新規事業で、就業準備給付金（年額１５０万円）を支給する「漁

業就業準備研修」を開始しています。現在、鶴岡市出身者が１名研修を受けております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（１）漁業後継者育成事業 
 
   ①目  的 
    本市において、著しく後継者の少ない一本釣り漁や刺網漁等について、失業中の漁業就業

希望者が円滑に就業できるよう、漁業の現場での長期研修を実施することで、一本釣り漁等

の漁業後継者の確保・育成を図る。 
 
   ②事業内容 
    一本釣り漁等の漁業後継者の確保、育成を図るため、現在失業中で漁業就業を希望する者

を一定期間雇用してもらい、長期研修させることで、独立し就労可能な漁業技術や漁業経営

に必要な知識を取得させる漁業後継者育成業務について、本市の漁業現場において指導的立

場にある漁業者に委託する。 
    

年 度 事 業 名 研 修 生 現在の状況 

20 年度 
自立のための漁業技

術研修 
20 代底曳網漁船乗組員 

中古着火船を購入し、底曳網漁休漁期

間の７、８月に、一本釣り漁等に従事 

21 年度 

一本釣り漁等後継者

育成事業 

（県漁協補助事業） 

20 代元会社員 
22 年春からはえ縄漁業の漁師として

独立 

【研修事業実績】 

・地区別新規就業者数（離職者除く） 単位：人

加茂 由良 豊浦 温海 鼠ヶ関 計 山形県全体

平 成 １５ 年 1 1 1 0 4 7 9

平 成 １６ 年 0 0 0 0 3 3 4

平 成 １７ 年 0 0 2 0 6 8 9

平 成 １８ 年 0 0 0 0 2 2 3

平 成 １９ 年 0 0 1 0 1 2 6

平 成 ２０ 年 0 2 4 0 1 7 10

平 成 ２１ 年 0 0 0 0 2 2 3

平 成 ２２ 年 0 3 4 0 3 10 16

平 成 ２３ 年 2 3 3 0 3 11 12

平 成 ２４ 年 1 1 1 0 4 7 9

計 4 10 16 0 29 59 81

資料：山形県水産振興課調査
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（２）独立経営支援事業 
 
   ①目  的 
    本市において、新規漁業就業者を支援するため、一人乗り漁船漁業による独立の初期投資

の軽減を図る。 
 

②事業内容 
    一人乗り漁船漁業による独立就業のため、漁船・漁具などの購入、その他就業に必要な経

費に対し補助する。 
 

④ 事業効果 
    平成２４年度に、１名がこの事業を活用して独立就業を行い、漁獲の増大に寄与している。 
 
 
（３）小中学生の漁業体験 
 

①目  的 
次世代の担い手である子ども達に、漁業を体験する場を提供することにより、地場産業で

ある漁業について理解を深めるとともに、自然の中での体験、学習、地域の人たちの交流を

通し、郷土愛の醸成を図り漁業の後継者対策に資するものである。 
 

②事業内容 
・７月４日 
・温海中学校２年生３名 鼠ケ関小学校５年生 ２１名 
県漁協職員、鼠ヶ関漁業青年会会員による、漁船乗船体験、操業中の底曳網漁見学並びに

漁具の取り扱い、魚の仕分け、魚のさばき方、調理、試食、魚の流通について学習 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

22 年度 
漁業後継者育成事業 

（緊急雇用創出事業） 

30 代元自営業 
はえ縄漁業の研修 

23 年春から独立 

20 代底曳網漁船元乗組員 吾智網漁の研修 

23 年度 
漁業後継者育成事業 

（緊急雇用創出事業） 

20 代底曳網漁船元乗組員 

（22 年度に引続き研修） 

吾智網漁の研修 

23 年秋から独立 
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③事業効果等 
実際に漁船に乗り、操業船同様の漁具に触れ説明を受けることで、底曳網及び吾智網漁に

関する理解が深められ、実際に魚に触れ捌いたりすることにより、魚に対する関心が深まっ

た。また、自分たちが捌いた魚で漁師鍋を造り昼食会では漁業者と一緒に食事をとることで

魚食への関心が高まった。 
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５ 水産業・漁村の多面的機能の発揮 

 

（１）漁港漁村活性化支援事業 

 

①目 的   

恵まれた自然や美しい景観などの地域財産に加え、豊富な水産資源を活用し、多くの人達

に庄内浜の魅力を宣伝しながら、各種イベントを実施することで、漁港漁村地域への呼び

込みを展開し、地域住民のネットワークを構築しながら、地元の活性化を図り、リピータ

ーの増加や交流に繋げ、活気に満ちた地域づくりと経済への波及効果を推進する。 

あわせて魚食への普及や食育なども推進する。 

 

  ②事業内容 

   (ｱ)小学生を対象とした漁村体験学習 

    8 月 6 日(火)イカの一夜干しや八乙女浦クルージング、クラフト作りなど海や魚、漁村の

文化と触れ合える体験学習を実施した。参加者数３４名 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

イカの一夜干し          クラフト作り（ジェルキャンドル） 
   

 (ｲ)魚介類を活用したイベントへの協力 
    地元の漁業者または漁村の住民が海産物を広く PR し、海産物を求める都市住民の交流人

口拡大を図るとともに、魚食普及に取り組むことを目的に各種イベント開催への協力をする。 
     ５月 ４日 鼠ヶ関大漁旗フェスティバル（鼠ヶ関）    ８，０００名 
     ７月２７日 由良イワガキまつりと漁船パレード（由良）  １，８００名 
     ７月２７日 天然岩ガキフェスティバル（鼠ヶ関）     ３，０００名 
    １０月１３日 由良港大漁祭（由良）            ３，０００名 
     １月２６日 由良寒鱈まつり（由良）             ９００名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鼠ヶ関大漁旗フェスティバル 由良イワガキまつりと漁船パレード 
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６ 内水面漁業の振興 

 
（１）内水面漁業振興事業補助金 
   内水面漁業の振興を図るため、市管内の５つの内水面漁協等が行う漁族の増殖、漁場環境保

全の取り組みに支援を行う。 
   

①赤川漁業協同組合 
 種苗放流事業：アユ 300kg、サクラマス 70,000 尾、イワナ 40,000 尾 

やまめ発眼卵 20,000 粒 等 
    漁場管理事業：サクラマス産卵場造成、あゆ仔魚降下調査 等 

 
②赤川鮭漁業生産組合 
 資源増殖事業：さけ親魚の採捕、孵化、飼育、放流 等 
 漁場管理事業：ヤナ場の造成 等 
 
③山戸漁業協同組合 
 資源増殖事業：さけ親魚の採捕、孵化、飼育、放流 等 
 種苗放流事業：アユ 170kg、やまめ 7,000 尾 等 
 漁場管理事業：ヤナ場の造成、サクラマス産卵場造成 
 
④温海町内水面漁業協同組合 
 種苗放流事業：アユ 250kg、イワナ 10,000 尾、やまめ 10,000 尾 

 
⑤庄内小国川漁業生産組合 
 資源増殖事業：さけ親魚の採捕、孵化、飼育、放流 等 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     サケ採捕、採卵見学（赤川鮭）      サケ採捕、採卵見学（庄内小国川） 
 
（２）サケ稚魚買上げ 
   海面及び内水面漁業資源の増大を図り、漁業生産の安定に資することを目的に、県の買上げ

事業と連携しながら実施する。 
 
   ・赤川鮭漁業生産組合     買上げ数量：１０万尾 
   ・山戸漁業協同組合      買上げ数量： ６万尾 
   ・庄内小国川漁業生産組合   買上げ数量： ４万尾 
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７ 全国豊かな海づくり大会 

 

（１）全国豊かな海づくり大会について 

 

①目  的 

   「全国豊かな海づくり大会」は、水産業の振興と発展を図るとともに、水産資源の保護管理

と海や河川の環境保全の大切さを広く国民に訴えることを目的とするものであります。 

    この大会は天皇・皇后両陛下のご臨席のもとに、都道府県ごとに昭和５６年に第１回大会

が大分県で開催されて以来、毎年各地で開催されています。 

昨年６月に、平成２８年度の第３６回大会の式典・放流・会場歓迎行事が庄内で開催され

ることが決定しました。 

    この決定を受けて、本市での大会式典と御放流の開催が行われる活動を進める。 

 

②活動実績 

平成２５年６月の庄内開催決定を受け、本市では下記の取組みを行いました。 

   ・７月３１日に鶴岡市での開催に向けて、県準備委員会へ大会開催候補会場の提案書を提出。 

   ・１０月２７日に熊本県で開催された「第３３回全国豊かな海づくり大会」の開催状況視察

へ２名参加。 

   ・各イベントと環境学習のための稚魚放流の際に、大会開催決定記念の横断幕を使用して醸

成活動を実施。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

小学生漁村体験               クロダイ稚魚放流 

 

（２）稚魚放流事業 
 

①目  的 
   市内小学校児童を対象に稚魚放流体験学習を実施し、水産資源保護、環境保全意識の啓発を

行う。 
 

②平成２５年度事業実績 
実施日 魚種 放流量 放流場所 学 校 名 参加人数 
 6.5 サクラマス 700 尾 大鳥川（本郷地内） 朝日小学校 24 名 
 6.26 アユ 10kg 赤川（東荒屋地内） 櫛引南小学校 13 名 
 8.9 アユ 15kg 鼠ヶ関川（鼠ヶ関地内） 鼠ヶ関小学校 20 名 
 8.10 アユ 15kg 五十川(五十川地内) 山戸小学校 16 名 
 9.4 クロダイ 2,000 尾 鼠ヶ関海岸 鼠ヶ関小学校 26 名 
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実施日 魚種 放流量 放流場所 学 校 名 参加人数 
 9.10 クロダイ 2,500 尾 由良海岸 櫛引西小学校 45 名 
 9.10 クロダイ 2,500 尾 由良海岸 三瀬小学校 11 名 
10.31 イワナ 800 尾 東大鳥川（大鳥地内） 朝日大泉小学校 16 名 
2.27 サケ 10,000 尾 赤川（採捕場） 渡前小学校 23 名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③事業効果等 
   稚魚放流のほかに、（財）山形県水産振興協会等の方から講話をしていただき、魚に対する子ど

もたちの興味に専門的に対応することができた。今後も継続して実施し、水産資源保護、環境保

全意識の啓発を図りたい。 
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４－１ 平成２６年度 事業計画 
 
 市総合計画実施計画に基づき、水産基盤の整備、漁業担い手の育成、交流や観光による漁村地域

の活性化を基本として各種事業の展開を図る。 
 
１ 水産基盤の整備 

（１）市管理漁港管理及び修繕工事 
  ○ 油戸漁港簡易航路標識灯修繕工事 

○ 浚渫工事 
 
（２）県事業 
  ①港湾 

○ 地域自主戦略交付金   
   ・加茂港 ・・・コーナー材更新 

・鼠ヶ関港・・・防波堤(西)整備工事 
   ・鼠ヶ関港・・・泊地浚渫 

○ 海岸漂着物地域対策推進事業 
   ・加茂港、鼠ヶ関港・・・港湾漂着物の撤去及び処理 
  
  ②漁港 

○ 漁港施設機能強化事業 
   ・由良漁港・・・耐震・耐津波実施設計 
  ○ ストックマネジメント事業 
   ・小波渡漁港・・・機能保全工事 
  ○ 鶴岡地区イワガキ増殖施設整備事業 
   ・温海沖（平成２５年度繰越） 
 
２ 水産資源の確保 

（１）栽培漁業の推進 
 ○ 栽培漁業地域展開促進事業（ヒラメの中間育成事業）に助成 

  ○ アワビ種苗放流事業に助成 
  ○ さけ海中飼育事業に助成 
  ○ トラフグ種苗放流事業に助成 
  ○ クルマエビ種苗放流事業に助成 
 
（２）新漁業技術検証事業 
  ○ イワガキ漁場管理効果検証事業 
 

３ 魚価安定対策 

（１）魚食の普及  ※食育・地産地消の推進 
○平成２５年３月に策定された「く（食ぅ）・け（食ゖ）・こ（食ぉ）の元気なまちづくり」～

鶴岡市食育・地産地消推進計画～（平成２４～２８年度）では、学校給食の地元産魚介類の

利用率を現状値２２．２％（Ｈ２３実績）から目標値３０％以上（Ｈ２８）と努力目標を設

定し、基本理念である「豊かで恵まれた自然と農、そこから生まれる食に感謝し、健やかな

心と体を育む、食文化のまち鶴岡の創造」を推進する。 
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・鶴岡市学校給食センターと山形県漁業協同組合との間で、原料確保及び供給に関する

協定を締結する 
 予定品目４種  鮭・真いか・ワラサ（ブリ、イナダ）・真ホッケ 
 

（２）産地水産業強化支援事業 
○平成２４年度より国の産地水産業強化支援事業を活用して「鶴岡市庄内浜うめぇ魚産地協議

会」が３ヶ年で実施する計画に基づき、魚を使った新たな水産加工品開発や販路拡大のため

の実践活動を支援。 
・地域内の観光施設にて試作品のテスト販売など実践活動 
・県内及び首都圏販路拡大 
・販路拡大に必要な調査の委託 

 
４ 漁業の担い手育成 

（１）山形県漁協と連携した長期漁業研修の実施 
○ 若手漁業者の独立支援のための長期研修 
○ 一本釣り漁等の後継者確保のための長期研修 

 
（２）漁業後継者育成資金利子補給補助金 

 
（３）独立経営支援事業補助金 
 ○ 一人乗り漁船漁業による独立希望者の漁船・漁具の購入など初期投資軽減のための支援。 

 

５ 漁業経営安定対策 

（１）漁業共済組合掛金補助金 
 
（２）漁業振興資金利子補給補助金 
 
（３）底曳き網漁業経営安定緊急支援資金利子補給補助金 
 
６ 水産業・漁村の多面的機能の発揮 

（１）漁港漁村活性化支援事業 
○ 平成２６年度より市単独事業として、漁村地域の総合力の強化を目的に各種事業を展開す

る。 
   ・イベント開催への協力 
   ・小学生の漁業・漁村体験 
   ・食育の推進と魚食普及を図るためのお魚教室の開催 
    など 
 
（２）水産多面的機能発揮対策事業 

○ 漁業者等が行う水産の多面的機能の発揮を図るための取り組みへの活動支援。 
  活動組織３団体（温海、小波渡、由良） 
 

（３）遊漁対策振興事業 
  ○ 海洋釣堀運営 
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７ 内水面漁業の振興 

（１）内水面漁業振興事業補助金 
  ○ 内水面漁業の振興を図るため、市管内の５つの内水面漁協等が行う魚族の増殖、漁場環境

保全の取り組みを支援。 
 
（２）生態系保全事業 

  ○ ブラックバスの捕獲 

 

（３）サケ稚魚買上げ 
  ○ サケ資源の確保を図るため、内水面漁業生産組合等が生産したサケ稚魚を買上げし、市内

河川に放流する。 
 

８ 全国豊かな海づくり大会の開催 

（１）全国豊かな海づくり大会開催事業 

  ○ 平成２８年度に本県で開催する「第３６回全国豊かな海づくり大会」に向け、稚魚放流や

イベントなどを通して大会開催のＰＲ活動を実施。 

    また、「森は海の恋人」と言われるように、森の環境保全が海の環境保全と大きな繋がり

があることから、これまでも油戸地区・堅苔沢地区・温海の天魄地区で実施してきた「魚の

森づくり」事業と連携を図る。 

 

（２）稚魚放流体験学習事業 

  ○これまで実施してきた、サクラマス・クロダイ・サケ・アユ・イワナに新たにトラフグを加

えて、稚魚放流による水産資源保護、環境保全意識の啓発を図る。 

 




